
芦ヶ池周辺地域を対象としたTN負荷低減の検討 

●対象地区の概要と 

 モデル化 

 芦ヶ池では，その集水域にある畜舎や畑地からの排
出に含まれる窒素負荷等による水質汚濁が問題となっ
ていた．このため，集水域からの流出については貯留
せず下流河川に直接放流し，豊川用水からの導水を貯
留して周辺の水田を灌漑するように整備された．この
結果，芦ヶ池の水質は改善されたが，その集水域から
流出する窒素負荷は水田で脱窒されなくなったため，
下流河川における窒素負荷量は増加した． 

 そこで，導水による希釈効果を維持しつつ，既存の
水管理システムの活用によって水田における脱窒を積
極的に生じさせて，芦ヶ池の下流河川における全窒素
（ＴＮ）負荷量を低減する方策を検討した． 

●研究の目的 科学技術振興調整費：伊勢湾流域圏の自然共生型環境管理技術開発（2006.4-2011.3） 

 芦ヶ池周辺流域を土地利
用と標高を属性にもつ１０
０ｍメッシュに分割し（図
１），各メッシュに２段の
タンクモデル（図２）を配
置した．メッシュ間の水と
物質の移動方向については，
現地の地形や水利用に基づ
くものとした． 

図１ 芦ヶ池周辺地域のメッシュ 

図２ タンクモデル ●解析結果 

 石ふみ橋の柳橋（図１）における流出とそのＴＮ濃
度について，現況の再現解析を行った結果，本研究の
モデルはこれらの長期的な変動を良好に再現している
ことが確認された． 

 そこで，このモデルを用いて，水質改善施策を実施
した場合のシミュレーションを行った．その結果，以
下の施策が有効であることが確認された． 
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 このような方策により，水田灌漑用調整池の周辺に
負荷源が存在するような地域では，下流へ排出される
負荷を低減できる可能性があると考えられる． 

図３ 現況の流出とＴＮの再現解析結果と 

   水質改善施策を実施した場合の解析結果 

   （石ふみ川の柳橋） 
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灌漑期には芦ヶ池に５％の空き容量を設け，畑地
や畜舎が存在するその集水域からの流出をこの空
き容量に貯留して，水田への灌漑に利用する 

灌漑のために貯留水を使用して空き容量が上記①
の値を上回れば，この値まで戻るように，水質基
準を満たす豊川用水からの導水を補給する 

水田からの排水をその下流側の水田で灌漑用水と
して反復利用する 

反復利用によって節約される灌漑期の導水量に相
当する水量を，ため池等に貯留しておき，非灌漑
期に導水して芦ヶ池の下流河川に放流する  

濃度は導水が最大限行われている現況と同程度 

負荷量は現況よりも大幅に低減 
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